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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 9,308 △17.1 205 △16.0 239 △36.5 109 △47.9
21年3月期第2四半期 11,228 ― 245 ― 377 ― 210 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 3.54 ―
21年3月期第2四半期 6.79 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 31,366 12,030 37.6 380.86
21年3月期 32,171 11,989 36.6 380.70

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  11,802百万円 21年3月期  11,778百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― ― ― 4.00 4.00
22年3月期 ― ―
22年3月期 

（予想）
― 4.00 4.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,000 △6.2 370 △4.7 510 △16.2 250 △16.6 8.07
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務情報等】 ４．その他をご覧下さい。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通しの将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、３ペー
ジ【定性的情報・財務情報等】 ３．「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 31,000,000株 21年3月期  31,000,000株
② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  10,857株 21年3月期  10,607株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 30,989,143株 21年3月期第2四半期 30,990,410株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気は緩やかな回復基調にあるものの、企業業績の

停滞による設備投資の減少に加え、雇用情勢・個人消費の低迷は依然として続いており、全体としては

不透明な状況で推移いたしました。 

当社グループにおきましては、厳しい経済状況の中で新製品の開発による積極的な販売活動に取り組み

、また格段の経費削減努力を重ね、コスト競争力の一層の向上を目指して取り組んでまいりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は9,308百万円（前年同四半期比17.1％減）とな 

りました。損益面では、営業利益は205百万円（前年同四半期比16.0％減）、経常利益は239百万円（前

年同四半期比36.5％減）、四半期純利益は109百万円（前年同四半期比47.9％減）となりました。 

 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

（塗料事業） 

IU（工業用）塗料分野では、アルミ電着塗料は景気後退の影響により、国内のビル、一般住宅用サッシ

需要が前年比１０％割れが続き、住宅の戸建着工件数の減少等により、売上は減少いたしました。工業

用電着塗料は、自動車部品、建設機械、工作機械など輸出依存ユーザーの低迷が顕著であり、数量、売

上とも減少となりました。粉体塗料は景気低迷により既存需要は落ち込みましたが、環境対応型商品と

しての新規ユーザー獲得による出荷もあり、売上は増加しました。 

工業用塗料は工作機械・建設機械ユーザーの減産が予想以上に大きく、売上は大幅な減少となりました。

汎用塗料分野では、建設用塗料は熾烈な市場競争下で、集合住宅や戸建住宅向けは順調でありましたが

、大型プロジェクト（橋梁・プラント）の受注が不振だったため、売上は微減となりました。 

道路施設用塗料はすべり止め及びペイント区画線は大型物件の受注により好調に推移し、重点品目であ

るカラー舗装材及び段差補修材についても堅調に推移し、売上は増加となりました。 

樹脂応用製品の売上については、主力の環境対応型商品である道床安定剤の減少が響き、売上は減少と

なりました。 

自動車用塗料分野では、自動車生産の回復基調とともに塗料販売も７月以降回復基調を続けているも 

のの、売上は減少となりました。 

この結果、塗料事業の売上高は8,397百万円（前年同四半期比18.3％減）、営業利益は163百万円（前年

同四半期比14.9％減）となりました。 

（化成品事業） 

受託生産している、化成品の売上高は911百万円（前年同四半期比3.5％減）、営業利益は42百万円（前

年同四半期比20.1％減）となりました。 
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２．連結財政状態に関する定性的情報 

（総資産） 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、受取手形及び売掛金が前連結会計年度末に比べ245百 

万円、棚卸資産が203百万円、有形固定資産が200百万円減少したこと等により31,366百万円（前連結会

計年度末比805百万円減）となりました。 

（負債） 

当第２四半期連結会計期間末における負債は、短期借入金が347百万円増加し、支払手形及び買掛金が 

553百万円、長期借入金が337百万円減少したこと等により19,336百万円（前連結会計年度末比846百万 

円減）となりました。 

（純資産） 

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、為替換算調整勘定が19百万円増加したこと等により 

12,030百万円（前連結会計年度末比41百万円増）となりました。 

   (キャッシュ・フローの状況) 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、1,126百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり 

ます。 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動によるキャッシュ・フローは、294百万円となりました。その主な要因は、税金等調整前四半 

期純利益237百万円及び減価償却費312百万円の収入、売上債権の減少による241百万円の収入、仕入 

債務の減少による553百万円の支出等によるものであります。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フローは、△245百万円となりました。その主な要因は、有形固定資産の 

取得による支出199百万円及び長期貸付けによる支出51百万円等によるものであります。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フローは、△173百万円となりました。その主な要因は、配当金の支払に 

よる支出123百万円及び社債の償還による支出50百万円等によるものであります。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

今後の見通しといたしましては、わが国経済は、昨年来の世界金融危機による急激かつ広範囲な信用 

収縮・需要減退による影響が出た最悪の時期を脱し、持ち直しの動きが続いているものの、設備投資及 

び雇用環境の悪化の基調は当分変わらず、本格的な景気回復までは相当の時間を要するものと思われま 

す。このような状況に対し、当社グループといたしましては、購入単価の引下げ、設備投資の抑制実施、

労務費及び諸経費の削減を主体とする合理化・コストダウンを徹底し、グループ会社製品の内製化を含む

生産性の向上など、採算改善策推進のため、各部門が一体となってあらゆる面において鋭意努力を図り、

収益力強化に努めてまいります。 

平成22年３月期(平成21年４月１日～平成22年３月31日)の連結業績予想につきましては、下記の通りで 

す。本年５月15日の平成21年３月期決算発表時に公表しました予想数値のうち、売上高のみ修正してお 

ります。 
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平成22年３月期の連結業績予想（平成21年４月１日～平成22年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円

前回発表予想（Ａ） 20,700 370 510 250

今回修正予想（Ｂ） 20,000 370 510 250

増減額 （Ｂ－Ａ） △700 0 0 0

増減率（％） △3.4 － － －

 

４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 【簡便な会計処理】  

(棚卸資産の評価方法) 

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

(固定資産の減価償却費の算定方法) 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】 

(税金費用の計算) 

税金費用の算定に関しては、第２四半期連結会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算

する方法によっております。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

 (3) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

【ロイヤリティーの会計処理方法の変更】 

技術供与先から受け取るロイヤリティー収入については従来は営業外収益の「受取ロイヤリティー」

に計上しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より売上高に含めて計上する方法に変更してお

ります。 

この変更は今後のユーザーの海外への生産移管等の拡大にともない、受取ロイヤリティーの重要性 

が増すことから、当社グループの営業活動の成果を明確に表示するために行ったものであります。 

この変更により、従来と同一の方法によった場合に比べ、売上高、売上総利益及び営業利益は38百万

円増加しております。なお、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,156 1,280

受取手形及び売掛金 5,989 6,234

商品及び製品 1,544 1,703

原材料及び貯蔵品 498 543

その他 286 391

貸倒引当金 △25 △30

流動資産合計 9,450 10,122

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,962 3,049

機械装置及び運搬具（純額） 785 869

土地 16,491 16,491

その他（純額） 198 228

有形固定資産合計 20,438 20,639

無形固定資産 248 258

投資その他の資産   

投資有価証券 707 653

その他 526 499

貸倒引当金 △5 △2

投資その他の資産合計 1,228 1,150

固定資産合計 21,915 22,049

資産合計 31,366 32,171

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,008 5,561

短期借入金 3,538 3,191

1年内償還予定の社債 100 100

未払法人税等 121 63

賞与引当金 164 164

その他 678 957

流動負債合計 9,609 10,038

固定負債   

社債 － 50

長期借入金 3,275 3,612

再評価に係る繰延税金負債 5,114 5,114

退職給付引当金 745 769

役員退職慰労引当金 5 8

負ののれん 18 21

その他 566 567

固定負債合計 9,726 10,144

負債合計 19,336 20,182
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,255 2,255

資本剰余金 585 585

利益剰余金 2,294 2,309

自己株式 △1 △1

株主資本合計 5,133 5,147

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1 △18

土地再評価差額金 6,725 6,725

為替換算調整勘定 △57 △76

評価・換算差額等合計 6,669 6,630

少数株主持分 227 210

純資産合計 12,030 11,989

負債純資産合計 31,366 32,171
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 11,228 9,308

売上原価 9,057 7,344

売上総利益 2,170 1,963

販売費及び一般管理費   

発送費 318 254

広告宣伝費及び販売促進費 53 58

従業員給料及び手当 460 455

賞与引当金繰入額 110 79

退職給付費用 91 90

減価償却費 70 62

試験研究費 80 71

その他 740 684

販売費及び一般管理費合計 1,925 1,757

営業利益 245 205

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 7 8

受取ロイヤリティー 66 －

持分法による投資利益 55 30

その他 58 45

営業外収益合計 189 84

営業外費用   

支払利息 46 45

その他 10 5

営業外費用合計 56 50

経常利益 377 239

特別利益   

固定資産売却益 27 －

特別利益合計 27 －

特別損失   

固定資産除却損 5 1

特別損失合計 5 1

税金等調整前四半期純利益 399 237

法人税等 164 102

少数株主利益 24 25

四半期純利益 210 109
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 399 237

減価償却費 330 312

貸倒引当金の増減額（△は減少） △161 △2

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △2 －

受取利息及び受取配当金 △7 △8

支払利息 46 45

持分法による投資損益（△は益） △55 △30

有形固定資産売却損益（△は益） △27 －

有形固定資産除却損 5 1

売上債権の増減額（△は増加） △262 241

たな卸資産の増減額（△は増加） 36 203

仕入債務の増減額（△は減少） △141 △553

未払消費税等の増減額（△は減少） △25 6

その他 △214 △107

小計 △81 346

利息及び配当金の受取額 28 33

利息の支払額 △46 △45

法人税等の支払額 △252 △39

営業活動によるキャッシュ・フロー △352 294

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △191 △199

有形固定資産の売却による収入 553 －

投資有価証券の売却による収入 1 1

長期貸付けによる支出 － △51

長期貸付金の回収による収入 1 0

その他 △59 3

投資活動によるキャッシュ・フロー 305 △245

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 1,175 650

短期借入金の返済による支出 △409 △534

長期借入れによる収入 － 500

長期借入金の返済による支出 △554 △606

社債の償還による支出 △50 △50

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △154 △123

少数株主への配当金の支払額 △9 △9

財務活動によるキャッシュ・フロー △1 △173

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △48 △124

現金及び現金同等物の期首残高 1,101 1,250

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,053 1,126
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

 

 
塗料事業 

(百万円) 

化成品事業 

(百万円) 

計 

(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 

(百万円) 

売上高 10,283  944 11,228 －  11,228 

営業利益 192  52 245 －  245 

(注) １ 事業の区分は、売上集計区分によっております。 

２ 各事業の主要な製品 

(1) 塗料事業     油性塗料及び合成樹脂塗料 

(2) 化成品事業    防疫薬剤及び工業用殺菌剤 

   

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 

 
塗料事業 

(百万円) 

化成品事業

(百万円) 

計 

(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 

(百万円) 

売上高 8,397 911 9,308 － 9,308

営業利益 163 42 205 － 205

(注) １ 事業の区分は、売上集計区分によっております。 

２ 各事業の主要な製品 

(1) 塗料事業     油性塗料及び合成樹脂塗料 

(2) 化成品事業    防疫薬剤及び工業用殺菌剤 

３ 技術供与先から受け取るロイヤリティー収入については従来は営業外収益の「受取ロイヤリティー」に

計上しておりましたが、当第１四半期連結累計期間より売上高に含めて計上する方法に変更しておりま

す。 

 

【所在地別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日)及び 

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が、90％を超えているため、所在地別セグメン

ト情報の記載を省略しております。 

 

【海外売上高】 

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日)及び 

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 
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(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

該当事項はありません。 
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